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■県連合会Letter� ２ 頁
・臨時総会
・県連合会組織の改編

■商工会Letter� ３ 頁
・第七回「さんだ工房市」（三田市商工会）
・「生野ハヤシライス」をレトルト商品化！
　（朝来市商工会）
・「竹野おしあげ料理」を、どうぞ召しあがれ
　（豊岡市商工会）

■あなたのまちの元気な企業（香美町）� ４ 頁
■地域力連携拠点事業� ５ ～ ６ 頁
・たんたん連携いいもの発掘支援相談会
・事業承継マッチング交流研究会
・地域力連携拠点事業研修会

　
創
業
大
正
元
年
、
食
酢
醤
油
製
造
か
ら
始
ま
り
、

発
酵
食
品
製
造
業
を
営
む
株
式
会
社
ト
キ
ワ
（
代
表

取
締
役
・
柴
崎
一
秀
氏
）
は
、
松
葉
ガ
ニ
料
理
用
の

調
味
料
、
特
産
の
二
十
世
紀
梨
の
酒
、
看
板
商
品
で

あ
る
「
べ
ん
り
で
酢
」
等
、
地
域
資
源
を
活
用
し
、

新
し
い
商
品
を
開
発
し
て
い
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
飲
む
お
酢「
梅
ご
こ
ち
」は
、モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
金
賞
を
受
賞
し
た
。

　
平
成
十
四
年
に
新
工
場
を
設
立
し
、
平
成
二
十
年

に
は
城
崎
温
泉
の
木
屋
町
小
路
に
直
販
店
の
「
城
崎

ビ
ネ
ガ
ー
」
を
オ
ー
プ
ン
。
温
泉
客
に
飲
む
お
酢
の

魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

　
平
成
二
十
年
度
に
は
先
進
的
技
術
サ
ー
ビ
ス
で
地

域
の
発
展
、地
域
の
活
性
化
へ
の
尽
力
が
評
価
さ
れ
、

「
但
馬
産
業
大
賞
」
を
受
賞
し
た
。

（
関
連
記
事
　
四
頁
）

▲製造工程を見学できる「観光工場」と㈱トキワのスタッフたち（前列中央が柴崎一秀社長）

「
一
念
天
地
感
動
」

―

念
じ
続
け
て
努
力
す
れ
ば
、
願
い
は
必
ず
叶
う―

　
～
株
式
会
社
　
ト
キ
ワ
～

︵
香
美
町
︶
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県
連
合
会
は
、
三
月
二
十
六
日
、

「
ホ
テ
ル
北
野
プ
ラ
ザ
六
甲
荘
」
で

平
成
二
十
一
年
度
臨
時
総
会
を
開
催

し
た
。

　
当
日
は
、
木
南
会
長
が
挨
拶
を
述

べ
た
後
、
商
工
貯
蓄
共
済
・
商
工
安

全
共
済
推
進
運
動
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

当
会
か
ら
表
彰
状
と
表
彰
金
、
県
共

済
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。
引
き

続
き
、来
賓
の
兵
庫
県
産
業
労
働
部
・

高
井
部
長
よ
り
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、「
事
業
仕
分
け
か
ら
見

た
公
的
機
関
（
商
工
会
）
の
役
割
」

と
題
し
て
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
の

中
野
雅
至
准
教
授
を
講
師
に
招
い

て
、
研
修
会
を
行
っ
た
。

　
研
修
会
終
了
後
、
市
川
町
商
工
会

の
中
川
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
次

の
五
議
案
の
審
議
を
行
っ
た
。

①
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　 

　
平
成
二
十
二
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
商
工
会
合
併
が
整
え
ば
、

商
工
会
数
が
二
十
八
に
減
少
す
る

た
め
、
当
会
と
商
工
会
の
連
携
を

密
に
し
、
組
織
を
挙
げ
て
課
題
解

決
に
取
り
組
め
る
よ
う
全
商
工
会

会
長
を
役
員
に
登
用
し
、
県
当
局

の
定
款
変
更
承
認
を
経
て
、
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

② 

平
成
二
十
一
年
度
収
支
補
正
予
算

設
定
に
つ
い
て

③ 

平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
並
び

に
収
支
予
算
設
定
に
つ
い
て

④ 

平
成
二
十
二
年
度
借
入
金
最
高
限

度
額
の
設
定
に
つ
い
て

⑤
役
員
の
補
充
選
任
に
つ
い
て

　
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
た
。

　
県
連
合
会
で
は
、
本
年
四
月
一
日

付
で
商
工
会
職
員
県
連
帰
属
化
を
実

施
す
る
に
当
た
り
、
組
織
を
挙
げ
て

諸
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
た
め
、

職
員
研
修
課
を
新
設
し
、
併
せ
て
各

課
の
分
掌
を
見
直
す
た
め
、
組
織
改

編
を
実
施
し
た
。

　
総
務
部
に
総
務
課
、
職
員
研
修
課

（
新
設
）
及
び
業
務
推
進
課
の
三
課
、

事
業
部
に
組
織
支
援
課
、
経
営
支
援

課
及
び
本
部
広
域
指
導
セ
ン
タ
ー
の

二
課
一
セ
ン
タ
ー
を
置
く
。

　
職
員
研
修
課
は
、
人
事
交
流
及
び

人
事
管
理
、
職
員
の
研
修
事
業
、
職

員
協
議
会
の
運
営
指
導
、
職
員
等
の

福
利
厚
生
、
商
工
会
職
員
退
職
金
共

済
並
び
に
人
事
管
理
委
員
会
等
の
運

営
を
一
元
的
に
分
掌
す
る
。

　
総
務
課
は
、新
た
に
会
長
会
議（
新

設
）
等
の
運
営
を
担
い
、
一
方
で
職

員
人
事
や
福
利
厚
生
等
を
職
員
研
修

課
へ
移
管
す
る
。

　
業
務
推
進
課
は
、
中
小
機
構
等
の

行
う
共
済
制
度
の
分
掌
を
加
え
、
共

済
事
業
並
び
に
融
資
制
度
を
一
元
的

に
管
轄
す
る
。

　
組
織
支
援
課
は
、
旧
来
の
指
導
課

と
組
織
支
援
課
を
統
合
し
、
商
工
会

の
運
営
指
導
、
青
年
部
・
女
性
部
の

指
導
育
成
と
運
営
指
導
、
商
工
青
年

同
友
会
の
運
営
指
導
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

平
成
二
十
二
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

﹁
商
工
会
は
行
き
ま
す
　
聞
き
ま
す
　
提
案
し
ま
す
﹂

～
平
成
二
十
一
年
度
　
臨
時
総
会
～

▲中野雅至准教授による講演

５
月
の
こ
よ
み

７
日
㊎
　 

県
青
連
通
常
総
会

10
日
㊊
　
第
一
回
正
副
会
長
会

14
日
㊎
　
第
一
回
理
事
会

28
日
㊎
　
第
四
十
九
回
通
常
総
会

31
日
㊊
　
全
国
連
通
常
総
会

６
月
の
こ
よ
み

24
日
㊍
　 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
研
修
会

主な行事予定 ク
機
器
の
構
築
及
び
運
用
・
管
理
を

分
掌
す
る
。

　
経
営
支
援
課
は
、
専
門
的
な
経
営

指
導
や
地
域
経
済
活
性
化
対
策
事
業

等
と
共
に
中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー

事
業
を
分
掌
す
る
。

１． 商工貯蓄共済・商工安全共済
　　両目標達成
　・多可町商工会
　・稲美町商工会
　・神河町商工会
　・市川町商工会
　・福崎町商工会　 

２．商工貯蓄共済　目標達成
　・竹野町商工会
　・浜坂町商工会
　・温泉町商工会

平成₂₁年度　共済推進運動表彰

県
連
合
会
組
織
の
改
編

県連合会の専務理事に安平一志氏、
常務理事 兼 事務局長に増田登司氏
が就任（平成22年４月１日付）

専務理事

安
やすひら

平　一
ひと

志
し

　氏

常務理事 兼 事務局長

増
ます

田
だ

　登
たか

司
し

　氏



― 3 ―

　
三
田
市
商
工
会（
日
下
隆
三
会
長
）

は
、
三
月
十
六
日
～
十
八
日
の
三
日

間
、
Ｊ
Ｒ
・
神
戸
電
鉄
三
田
駅
前
ペ

デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
に
て
、
第
七

回
「
さ
ん
だ
工
房
市
」
を
開
催
し
た

（
年
四
回
開
催
）。

　
当
事
業
は
、
三
田
駅
前
に
て
開
催

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
街
地
商
店
街

へ
の
導
線
を
確
保
し
、「
市
街
地
フ
ァ

ン
」
の
増
加
に
よ
る
市
街
地
商
業
活

性
化
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
三
田
市
の
補
助
を
受
け
て
同
会

が
主
催
し
、
市
街
地
商
店
街
が
協
賛

し
て
開
催
し
て
い
る
。

　
今
回
は
、
協
賛
店
三
十
三
店
舗
が

「
一
店
舗
一
品
サ
ー
ビ
ス
運
動
」
を

展
開
。
会
場
に
は
、
近
畿
・
東
海
・

中
国
地
方
な
ど
か
ら
八
十
七
名
の
プ

ロ
工
芸
家
が
出
店
し
、
市
内
外
か
ら

約
一
万
二
千
五
百
人
の
来
場
が
あ
っ

た
。自
慢
の
工
芸
作
品
が
勢
揃
い
し
、

彩
り
豊
か
な
作
品
の
中
か
ら
お
気
に

入
り
の
逸
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
今
後
は
、
会
場
に
隣
接
す
る
大
型

店
や
商
店
街
と
連
携
し
な
が
ら
、
中

心
市
街
地
商
店
街
の
活
性
化
に
向
け

た
起
爆
剤
と
な
る
べ
く
、
継
続
的
に

開
催
し
て
い
く
。
次
回
は
六
月
八
日

～
十
日
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

て
親
し
ま
れ
て
お
り
、
昨
年
か
ら
想

い
出
の
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
を
復
刻
再
現

す
る
動
き
が
広
ま
り
、
現
在
で
は
生

野
町
内
十
店
で
店
ご
と
に
個
性
の
あ

る
「
生
野
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
」
を
味
わ

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　「
生
野
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
」
の
レ
ト

ル
ト
商
品
化
は
、
ご
当
地
グ
ル
メ
の

Ｐ
Ｒ
商
品
と
し
て
幅
広
く
発
信
し
、

観
光
客
誘
致
を
図
ろ
う
と
、
同
商
工

会
が
開
発
を
進
め
て
き
た
。
発
売
す

る
の
は
、
酸
味
の
あ
る
ト
マ
ト
ソ
ー

ス
が
ベ
ー
ス
の
「
昭
和
三
十
年
代
の

味
」
と
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
の
深
み

の
あ
る
味
が
ベ
ー
ス
の
「
昭
和
四
十

年
代
の
味
」
の
二
種
類
で
、
朝
来
市

内
の
「
道
の
駅
」
な
ど
で
販
売
し
て

い
く
。

　
豊
岡
市
竹
野
町
は
、
か
つ
て
北
前

船
の
寄
港
地
と
し
て
栄
え
て
い
た
。

　
北
前
船
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明

治
時
代
に
か
け
て
、
山
陰
か
ら
瀬
戸

内
を
回
っ
て
大
阪
に
入
る
航
路
（
下

り
は
こ
の
逆
）、
ま
た
は
、
こ
の
航

路
を
行
き
か
う
船
の
こ
と
で
あ
る
。

　
当
時
は
、
海
が
荒
れ
て
船
が
転
覆

し
、
命
を
落
と
す
船
員
も
多
く
、
残

さ
れ
た
家
族
は
船
の
安
全
と
無
事
を

日
々
願
っ
た
。
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
て

船
が
戻
る
と
、
待
ち
わ
び
て
い
た
家

族
は
一
年
間
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と

も
に
、
無
事
の
帰
港
を
神
様
や
関
係

者
に
感
謝
し
、「
お
し
あ
げ
」
と
称

し
た
豪
華
な
料
理
を
振
る
舞
っ
た
。

こ
れ
が
「
竹
野
お
し
あ
げ
料
理
」
の

始
ま
り
で
あ
る
。

　
体
長
一
メ
ー
ト
ル
、
体
重
二
十
キ

ロ
の
巨
大
な
竹
野
イ
カ
（
赤
イ
カ
）

を
は
じ
め
と
す
る
竹
野
町
な
ら
で
は

の
食
材
を
使
用
し
、
竹
野
産
の
調
味

料
で
味
付
け
し
た
お
し
あ
げ
料
理
は

現
代
に
受
け
継
が
れ
、
竹
野
町
の
各

旅
館
や
民
宿
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
。
竹
野
町
を
訪
れ
た
観
光
客
に
、

感
謝
の
気
持
ち
と
家
内
安
全
を
願
っ

て
、
心
を
込
め
た
お
も
て
な
し
を
提

供
し
て
い
る
。

（
豊
岡
市
商
工
会 

竹
野
支
所

〇
七
九
六―

四
七―

一
七
七
一
）

　
旧
生
野
町
商
工
会
（
奥
藤
博
司
会

長
）
で
は
、
全
国
商
工
会
連
合
会
事

業 

地
域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
、
生
野
町
の
地
域

グ
ル
メ
「
生
野
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
」
を

レ
ト
ル
ト
商
品
化
し
た
。

　
生
野
鉱
山
が
栄
え
た
昭
和
の
高
度

経
済
成
長
期
に
、
東
京
な
ど
か
ら
赴

任
し
た
生
野
鉱
山
の
転
勤
者
が
家
庭

料
理
と
し
て
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
を
振
る

舞
い
、住
民
の
間
で
評
判
に
な
っ
た
。

ハ
イ
カ
ラ
な
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
は
、
現

在
で
も
同
町
の
ご
当
地
グ
ル
メ
と
し

貯めて、使える。

▲お気に入りの作品を選ぶ参加者たち

▲地元でとれた食材を使った「竹野おしあげ料理」

市
街
地
フ
ァ
ン
の
増
加
を
目
指
す

第
七
回
﹁
さ
ん
だ
工
房
市
﹂

～
三
田
市
商
工
会
～

﹁
竹
野
お
し
あ
げ
料
理
﹂
を
、

ど
う
ぞ
召
し
あ
が
れ

～
豊
岡
市
商
工
会
～

家
庭
で
も
懐
か
し
の
味
を
楽
し
め
る

﹁
生
野
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
﹂
を

レ
ト
ル
ト
商
品
化
！

～
朝
来
市
商
工
会
～

︵
旧
生
野
町
商
工
会
︶

▲（左）3₀年代トマトベース、（右）₄₀年代デミベース
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創
業
の
経
緯

　
株
式
会
社
ト
キ
ワ
は
、
社
長
の
柴

崎
一
秀
氏
の
祖
父
が
、
大
正
元
年
に

食
酢
製
造
業
で
創
業
。
戦
後
は
醤
油

製
造
業
も
始
め
た
が
、
大
手
メ
ー

カ
ー
が
台
頭
し
、
地
方
の
零
細
メ
ー

カ
ー
は
生
き
残
り
が
難
し
か
っ
た
た

め
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
を

手
掛
け
、
看
板
商
品
で
あ
る
「
べ
ん

り
で
酢
」
を
開
発
。
通
信
販
売
の
柱

と
な
る
大
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。

　
平
成
十
四
年
頃
に
新
工
場
を
設
立

し
、
平
成
十
八
年
に
通
信
販
売
部
門

を
独
立
さ
せ
る
た
め
、
常
盤
商
事
株

式
会
社
を
設
立
し
た
。

経
営
理
念

　
経
営
理
念
は
「
醸
造
・
醗
酵
技
術

を
ベ
ー
ス
に
、
食
文
化
の
伝
統
を
科

学
し
、
食
を
通
じ
て
健
全
な
る
心
身

づ
く
り
を
提
案
し
、
も
っ
て
社
会
に

貢
献
す
る
」
で
あ
る
。
同
社
で
は
人

間
が
生
き
る
上
で
一
番
必
要
な「
食
」

を
扱
っ
て
い
る
。何
に
お
い
て
も「
お

い
し
い
」と
い
う
こ
と
が
大
前
提
で
、

そ
れ
が
「
安
心
」
で
「
身
体
に
と
っ

て
い
い
も
の
」
で
あ
り
、
食
事
を
作

る
こ
と
が
楽
し
く
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
こ
れ
は
「
食
」
を
扱
う
会
社
の

使
命
で
あ
る
。

　
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、
新
し

い
市
場
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
、
大

手
メ
ー
カ
ー
を
リ
ー
ド
で
き
る
。
種

ま
き
を
続
け
る
こ
と
で
、
次
々
に
芽

が
生
え
、
試
行
錯
誤
を
続
け
る
こ
と

で
新
し
い
商
品
が
生
ま
れ
る
。
商
品

は
店
頭
に
置
く
だ
け
で
な
く
、
食
べ

る
人
の
顔
ま
で
思
い
浮
か
べ
、
提
案

し
な
が
ら
売
っ
て
い
き
た
い
。

経
営
革
新

　
平
成
十
三
年
八
月
に
は
経
営
革
新

計
画
が
承
認
さ
れ
、
独
自
技
術
を
生

か
し
た
新
製
品
の
開
発
や
製
造
能
力

の
拡
大
を
図
り
、
消
費
者
に
直
接
販

売
で
き
る
体
制
を
確
立
し
、
事
業
基

盤
の
強
化
を
目
指
し
た
。
製
造
工
程

を
見
学
で
き
る
「
観
光
工
場
」
と
梨

ワ
イ
ン
の
試
飲
も
で
き
る
「
商
品
直

売
店
」
の
完
成
に
加
え
、
顧
客
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
確
立
し
、
計
画

終
了
時
点
で
全
体
の
売
上
高
・
付
加

価
値
額
は
四
年
間
で
約
二
倍
の
伸
び

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に

通
信
販
売
部
門
の
売
上
が
伸
び
、
売

上
構
成
比
の
六
割
を
超
え
る
ま
で
に

な
っ
て
い
る
。
現
在
の
顧
客
五
万
人

を
十
万
～
十
五
万
人
と
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
。

こ
だ
わ
り
の
商
品

・
べ
ん
り
で
酢

　
全
国
の
生
協
と
取
引
を
し
て
お

り
、
べ
ん
り
で
酢
の
料
理
講
習
会
や

情
報
交
換
会
を
開
催
。
安
心
で
安
全

な
本
物
を
使
い
た
い
と
い
う
消
費
者

の
声
を
大
切
に
し
て
い
る
。

・
か
に
す
き
ダ
シ
、
ポ
ン
酢

　
但
馬
名
産
の
松
葉
ガ
ニ
を
お
い
し

く
食
べ
る
に
は
、
地
元
で
食
べ
る
の

が
一
番
で
あ
り
、地
産
地
消
を
考
え
、

カ
ニ
を
料
理
す
る
た
め
の
調
味
料
を

開
発
。

・
梨
ワ
イ
ン

　
香
美
町
は
兵
庫
県
の
最
大
の
二
十

世
紀
梨
の
産
地
。
原
材
料
の
梨
を
、

有
効
活
用
す
る
方
法
を
考
え
、
発
酵

の
技
術
を
生
か
し
た
。
開
発
か
ら
は

二
十
五
年
か
か
り
、
す
っ
き
り
し
た

く
せ
の
な
い
味
に
仕
上
げ
た
。

・
梅
ご
こ
ち

　
近
く
の
天
満
宮
分
社
か
ら
、
梅
の

製
品
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
依
頼
が
あ

り
、
梅
酒
で
な
く
酢
を
使
っ
た
健
康

飲
料
を
開
発
し
た
。
昨
年
に
モ
ン
ド

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
金
賞
を
受
賞
し
た
。

・
但
馬
牛
醤
油

　
道
の
駅
「
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ

ン
」
と
共
同
研
究
。
北
大
路
魯
山
人

の
「
牛
肉
に
は
煮
切
り
酒
と
梅
干
し

が
一
番
合
う
」
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
。

味
の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
か
っ
た
が
、

噛
む
ご
と
に
う
ま
み
の
出
る
素
晴
ら

し
い
調
味
料
が
で
き
た
。

地
域
へ
の
お
も
い

　
地
元
の
会
社
に
元
気
に
な
っ
て
も

ら
う
の
が
一
番
で
あ
る
。
地
方
に
も

素
晴
ら
し
い
企
業
が
数
多
く
あ
る
の

で
、
安
易
な
企
業
誘
致
よ
り
、
地
域

に
根
づ
い
て
い
る
企
業
を
育
て
る
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
考
え
、
雇
用
創
出
す

る
こ
と
で
、若
い
人
を
増
や
し
た
い
。

　
こ
れ
か
ら
は
世
界
的
視
野
で
発
想

し
、
地
域
戦
略
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
先
人
が
苦
労
し
て

育
て
て
く
れ
た
「
但
馬
牛
」
と
い
う

全
国
ブ
ラ
ン
ド
で
も
っ
と
戦
っ
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。
山
陰
海
岸
国
立
公

園
一
帯
が
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
登
録

さ
れ
れ
ば
、
世
界
に
誇
れ
る
地
域
資

源
の
柱
に
な
る
。
第
三
セ
ク
タ
ー

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ン
今
子
浦
」
が
地

域
資
源
活
用
の
認
定
を
受
け
た
よ
う

に
但
馬
が
一
体
と
な
っ
て
他
所
に
な

い
素
晴
ら
し
い
素
材
を
も
っ
と
生
か

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

商
工
会
に
望
む
こ
と

　
会
社
の
羅
針
盤
と
な
る
事
業
計
画

を
作
る
こ
と
は
、
会
社
の
将
来
を
考

え
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
五

年
後
、
十
年
後
、
五
十
年
後
に
ど
う

し
た
い
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
で
、

会
社
の
状
況
を
正
し
く
理
解
で
き

る
。
一
人
で
計
画
を
立
て
る
の
は
難

し
く
、
強
み
、
弱
み
は
第
三
者
に
言

わ
れ
て
気
づ
く
こ
と
が
多
く
あ
る
の

で
、
商
工
会
の
指
導
が
有
効
で
あ
る

よ
う
に
思
う
。
企
業
展
開
を
支
援
す

る
の
が
、
商
工
会
の
本
来
業
務
で
あ

る
。
小
規
模
零
細
業
者
の
実
態
を
知

り
、
ど
う
や
っ
て
守
り
攻
め
て
い
く

か
と
い
う
観
点
を
忘
れ
ず
に
い
て
ほ

し
い
。

あ
な
た
の
ま
ち
の
元
気
な
企
業
⑰

株
式
会
社
　
ト
キ
ワ

～
香
美
町
～

▲地域資源を活用した自慢の商品ラインアップ

企業概要
①企業名　株式会社トキワ
②代表者　柴崎　一秀
③住所　〒66₉︲6₅₅3 香美町香住区三谷₇3₅
④電話　₀₇₉6⊖36⊖₄₀₀₁
　FAX　₀₇₉6⊖36⊖₂6₉₄
⑤URL　http://www.a-aji.jp/
⑥資本金　₂，₅₀₀万円
⑦創業年　₁₉₁₂年 ︵大正元年︶
⑧従業員　₄₀名
⑨商工会員歴　₄₉年
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三
月
二
十
三
日
に
大
阪
市
・
経
営

支
援
プ
ラ
ザ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ａ
に
て
、「
た

ん
た
ん
連
携
い
い
も
の
発
掘
支
援
相

談
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
事
業

は
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
、
府
県
境
を
ま
た
い

で
連
携
す
る
取
り
組
み
は
、
全
国
的

に
も
珍
し
い
試
み
で
あ
り
、
今
回
が

そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
第
一
回
目
で
あ

る
。

　
京
都
（
丹
後
）・
兵
庫
（
但
馬
）

の
商
工
会
・
商
工
会
議
所
地
域
の
特

産
品
等
の
販
路
開
拓
、
商
品
改
良
の

た
め
、
直
接
売
場
で
特
産
品
を
取
り

扱
っ
て
い
る
百
貨
店
売
り
場
担
当
者

や
専
門
家
と
の
個
別
相
談
会
を
実
施

し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
特
産

品
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

と
と
も
に
流
通
業
者
と
の
交
流
の
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
た
。

　
当
日
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
県

連
合
会
の
岡
田
専
務
理
事
が
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
来
賓
の
近

畿
経
済
産
業
局
中
小
企
業
課
の
山
本

課
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
出

展
し
た
十
八
事
業
所
の
う
ち
兵
庫
県

か
ら
は
、
但
馬
地
域
の
九
事
業
所
が

出
展
し
、
会
場
に
訪
れ
た
バ
イ
ヤ
ー

等
は
、
四
十
七
企
業
か
ら
六
十
五
名

が
参
加
。
出
展
さ
れ
た
商
品
に
つ
い

て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。最
後
に
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
講
評
が
あ
り
、

第
一
回
目
の
事
業
を
終
了
し
た
。

　
な
お
、地
域
力
連
携
拠
点
事
業
は
、

今
年
度
で
終
了
す
る
が
、
こ
の
「
た

ん
た
ん
連
携
」
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
相
談
会
を
皮
き
り
に
、
今
後
も
継

続
し
て
い
く
予
定
に
し
て
い
る
。

  

県
連
合
会
は
、
三
月
十
六
日
に
神

戸
市
・
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ

ラ
神
戸
で
、「
事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン

グ
交
流
研
究
会
」
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
研
究
会
は
、
後
継
者
や
事
業

承
継
先
を
探
す
経
営
者
と
新
事
業
、

新
分
野
に
事
業
展
開
を
目
指
す
企
業

を
ど
の
よ
う
に
つ
な
ぐ
の
が
有
効
か

を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
企

画
。
ひ
ょ
う
ご
産
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
と
の
共
催
に
よ
り
開
催
し
、
県

内
全
域
を
対
象
に
商
工
会
、
企
業
経

営
者
、
企
業
の
支
援
者
な
ど
、
約
七

十
名
が
参
加
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、「
中
小
企
業
が

地
域
社
会
に
承
継
す
る
も
の
」
を

テ
ー
マ
に
、
富
士
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
（
静
岡
県
）
セ
ン
タ
ー
長
の
小

出
宗
昭
氏
が
、
中
小
企
業
の
新
商
品

開
発
な
ど
を
支
援
し
た
経
験
を
踏
ま

え
、
欲
し
い
と
思
わ
せ
る
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必
要
で
あ
り
、

リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
し
て
欲
し

い
と
激
励
し
た
。
ま
た
、
企
業
支
援

者
に
対
し
て
は
、
中
小
企
業
の
経
営

環
境
が
非
常
に
厳
し
い
中
、
支
援
の

あ
り
方
や
重
要
性
を
認
識
し
て
欲
し

い
と
訴
え
た
。
参
加
者
は
、「
危
機

感
を
共
有
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　
引
き
続
き
、「
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
企
業
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
、
兵

庫
県
立
大
学
教
授
の
佐
竹
隆
幸
氏
、

パ
ネ
リ
ス
ト
に
但
馬
銀
行
の
法
人
営

業
部
長
の
若
林
茂
氏
、
弁
護
士
の
阪

本
豊
起
氏
、
日
本
精
機
宝
石
工
業
㈱

社
長
の
仲
川
和
志
氏
、
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
ズ
㈱
の
高
橋
直
也
氏
の
四
名
を
招

い
た
。
事
業
承
継
の
た
め
の
明
確
な

経
営
理
念
と
そ
れ
を
社
員
と
共
有
す

る
こ
と
、
担
保
主
義
に
よ
ら
な
い
金

融
制
度
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
。
会
場
か
ら
は
、
中
小
企
業

に
お
け
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
社
長
の
有

効
性
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

日
本
の
株
式
会
社
の
仕
組
み
を
変
え

る
た
め
の
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。最
後
に
、

佐
竹
氏
が
次
の
四
点
に
ま
と
め
た
。

① 

早
く
事
業
承
継
に
着
手
し
、
十
分

な
準
備
期
間
を
設
け
る
。

② 

外
部
支
援
機
関
な
ど
と
連
携
す

る
。

③ 

日
頃
か
ら
企
業
価
値
や
経
営
品
質

を
向
上
さ
せ
る
。

④ 

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
の
よ
う

に
、
機
敏
に
変
化
に
対
応
す
る
。

　
引
き
続
き
、
希
望
者
に
よ
る
交
流

会
が
あ
り
、
予
定
し
て
い
た
時
間
を

オ
ー
バ
ー
し
、
意
見
交
換
や
名
刺
交

換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

ひょうご「企業の森づくり」
環境への貢献のため、森林整備をお考えの企業や団体等の皆様の
お手伝いをします。

●活動フィールドの斡旋
●森林整備についての助言・提案・技術指導
●施業委託先の紹介

◆お問い合わせは◆

(社)兵庫県緑化推進協会
〒650-0012
神戸市中央区北長狭通5-5-18　県林業会館内
TEL 078-341-4070／FAX 078-341-4071

兵庫県農政環境部 環境創造局 豊かな森づくり課
〒650－8567
神戸市中央区下山手通5-10-1
TEL 078-362-3144／ FAX 078-362-3954

但
馬
と
丹
後 

特
産
品
販
売
で
連
携

た
ん
た
ん
連
携
い
い
も
の

発
掘
支
援
相
談
会

事
業
承
継
の
展
開
に
向
け
て

事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン
グ

交
流
研
究
会

▲パネルディスカッションに聞き入る参加者たち

▲ 特産品づくりのアドバイスを受ける
事業所

▲多くのバイヤーで熱気に包まれる会場
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▲ 青森県の地域資源等活用事例
を紹介

　
県
連
合
会
は
、
三
月
二
十
四
日
～

二
十
五
日
、
神
戸
市
・
ホ
テ
ル
北
野

プ
ラ
ザ
六
甲
荘
で
、
地
域
力
連
携
拠

点
事
業
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
県
内
の
応
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
連
携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
経
営
支
援
ア
ド

バ
イ
ザ
ー（
以
下
、経
営
支
援
Ａ
Ｄ
）

の
養
成
を
図
り
、
中
小
企
業
の
経
営

課
題
へ
の
対
応
や
、
各
種
支
援
事
業

の
活
用
に
よ
っ
て
、
地
域
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　
初
日
は
、「
経
営
革
新
に
向
け
た
商

工
会
職
員
の
活
動
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
福
井
県
の
坂
井
市
商
工
会
・

加
藤
永
俊
氏
が
「
経
営
指
導
員
は
、

企
業
経
営
の
支
援
者
と
し
て
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
力

説
し
た
。
坂
井
市
商
工
会
は
全
国
一

の
商
工
会
を
目
指
し
、
志
高
く
日
々

の
経
営
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
次
に
経
営
革
新
計
画
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
コ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
㈱

代
表
取
締
役
の
黒
野
秀
樹
氏
が
経
営

革
新
計
画
策
定
の
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
・
留
意
点
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

事
例
を
交
え
て
講
演
し
た
。

　
そ
の
後
、「
地
域
資
源
・
農
商
工

連
携
・
新
連
携
の
活
用
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
県
連
合
会
統
括
応
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
穴
田
喜
代
嗣

氏
、
㈶
2�
あ
お
も
り
産
業
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
・
加
藤
哲
也
氏
と
山
本
進
氏
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
や
支
援

方
法
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
っ
た
。

　
二
日
目
は
、
加
藤
氏
と
山
本
氏
が

前
日
に
続
い
て
、「
地
域
力
連
携
拠

点
事
業
に
お
け
る
先
進
支
援
事
例
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
先
進
的
事
例

を
発
表
。
地
域
資
源
活
用
・
農
商
工

連
携
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演

し
、
企
業
支
援
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
と

な
る
内
容
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
助
成
事
業
を
活
用
し
た
地

域
活
性
化
に
つ
い
て
、
但
東
町
商
工

会
・
上
谷
大
介
氏
と
丹
波
篠
山
・
ま

ち
な
み
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
長
・
中
西
薫
氏
よ
り
事
例
の

発
表
が
あ
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

こ
の
よ
う
に
県
下
で
頑
張
っ
て
い
る

職
員
が
い
る
こ
と
は
、
大
き
な
励
み

に
な
る
と
の
感
想
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
経
営
支
援
Ａ
Ｄ

養
成
研
修
会
の
補
講
に
も
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
、
新
た
に
六
名
の
修
了

者
が
加
わ
り
、
合
計
四
十
六
名
と

な
っ
た
。
今
後
も
各
地
域
の
事
業
者

に
、
引
き
続
き
顧
客
満
足
度
の
高
い

経
営
支
援
が
行
え
る
よ
う
期
待
す
る

と
と
も
に
、
次
年
度
も
同
内
容
の
研

修
会
を
開
催
し
、
さ
ら
な
る
組
織
力

の
強
化
と
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
く
予
定
で
あ
る
。

　【修
了
証
書
授
与
者
】

　
福
　
崎
　
町
　
　
中
井
　
将
人

　
太
　
子
　
町
　
　
大
原
　
　
尚

　
佐
　
用
　
町
　
　
古
田
　
英
利

　
城
　
崎
　
町
　
　
百
合
　
高
子

　
養
　
父
　
市
　
　
日
下
部
武
志

　
南
あ
わ
じ
市
　
　
日
外
ゆ
か
り

（
敬
称
略
・
順
不
同
）　

▲県下の事例に耳を傾ける参加者

ひょうご中小企業応援センター
コーディネーター紹介

藤
ふじ

井
い

　政
まさ

良
よし

大
おおにし

西　敏
としゆき

之

山
やまもと

本　義
よし

明
あき

松
まつもと

本　茂
しげ

樹
き

新任チーフアドバイザーを紹介します！
髙橋　貞夫

【専門分野】
人材育成コンサルタント
・マネージメント研修
・モチベーションアップ（気づき）
・自立した組織づくりの指導

【メッセージ】
「気づき」から新しい道が拓けるものです。気楽にまじめな話
が出来る職場づくりのアドバイスをさせていただきます。ど
うぞお困りの時やお悩みの時はお気軽にお声かけください。
「気づき」のナビゲートをさせていただきます。

新
た
に
六
名
の
修
了
者
が
誕
生

地
域
力
連
携
拠
点
事
業
研
修
会
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